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１　目　標　　　
○　クラスでいじめがあった場合を想定し、被害者の立場や気持ちを考えるとともに、「トラブル解決のポイント」を使って、傍観者の立場からいじめ解決の最善の方法を考えることができるようにする。

２　指導のポイント
○　いじめられる人の気持ちを考えることができるように、エクササイズを行う。
○　いじめられる人や傍観者の気持ちを理解することができるように、いじめの具体例を提示する。
○　傍観者の立場からいじめの解決方法を「トラブル解決のポイント」を使って考えるようにする。
３　準備するもの
「ストップ！いじめ」プリント①、②、「ストップ！いじめ」プリント②（記入例）、絵①、②
４　事前・事後の活動計画
	事　前
	本　時
	事　後

	中1の「友だちが怒っちゃった!?」で「トラブル解決のポイント」を学習。
	「ストップ！いじめ」
	実際の場面で「トラブル解決のポイント」を活用して解決策を考える。


５　本時の展開
	
	学　習　活　動
	指 導 上 の 留 意 点

	導入（つかむ）


	１　本時の活動とめあての確認をする。

【活動内容】

　　いじめの具体例やエクササイズを通していじめられる人や傍観者の気持ちを理解する。


	○　いじめについて考える上で、いじめは、不登校や引きこもり、最悪の場合は自殺に発展してしまう重大な事案であるということをおさえる。

	展　　　　開（さぐる・見つける）
	２　いじめられる人の気持ちを考える。
　⑴　どのようなことをするといじめになるのか考える。
　⑵　いじめの定義について考える。

　⑶　「ストップ！いじめ」プリント①を活用し、いじめられた人の気持ちを理解するエクササイズをする。
３　具体例から被害者と傍観者の気持ちを考える。
　⑴　絵①、②を見ていじめの場面にはどのような人がいるのか考える。
⑵　絵①、②を見てどのような状況であるのか考える。
　⑶　被害者と傍観者の気持ちはどんな気持ちなのかを考える。

４　「トラブル解決のポイント」を使って、解決方法を考える。

　⑴　「トラブル解決のポイント」について考える。

　⑵　「ストップ！いじめ」プリント②を活用し、「傍観者」にならないように自分たちでできることをグループで話し合う。　
	

· 加害者、被害者、傍観者（見ないふりをして
いる子）、観衆（周りで面白がって見ている子）がいる。
· いじめは相手の大切な物を奪う行為に似てい
ることに触れ、これが現実だったらどう感じるかを考えさせる。
〇　「トラブル解決のポイント」を活用することの重要性に触れる。
○　「いじめられている人を助ける」を目標にす
る。
○　実行する解決方法を決めるときは、トラブル
に関わる人の気持ちを考えるようにさせる。

	まとめ（決める）
	５　まとめをする。
⑴　プリントに振り返りを記入する。

⑵　学習の感想を発表する。
	○　「いじめは絶対に許さない」という毅然とした態度を生徒に示し、今後の行動について自己決定する場を設定する。



いじめを解決する方法を考えよう。





児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているものをいう。（文部科学省、2013）





トラブル解決のポイント「トラブル解決４兄弟」


①【明】目標を明らかにする　②【考多】多くの解決策を考える


③【よそ男】結果を予想する　④【きめ男】最もよい方法を決定し実行する





例）物を隠す　お金を取る　嫌がらせをする





【エクササイズの流れ】


１．自分が大切にしている物を７つ以上書く。


２．その中から特に大切な３つをＡ・Ｂ・Ｃに書く。


３．隣の人にプリントを渡す。


４．Ａ・Ｂ・Ｃの中からどれか１つに✕印をつける。


５．✕印をつけられた気持ちを考える。
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